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教科 介護福祉基礎 学科・学年 社会福祉科・１年 単位数 ３単位

目標 介護に関する専門的な知識を習得するとともに、専門職者として、介護される人がどのような人なの
かを理解し、その人に必要な介護を考えることができる知識や技術を身につける。また、専門職者に求
められる資質や守るべき倫理について理解する。

評価方法 ・出席状況
・授業態度
・提出物
・定期テスト などの状況を総合して評価する。

評価観点 （１）関心・意欲・態度
授業に積極的に参加し、考えたり発現したりできる。

（２）思考・判断
介護の基本原理について学び、自らの介護観を育てる。

（３）技能・表現
学んだことや感じたこと、考えたことを他者にわかるように表現できる。

（４）知識・理解
専門職者として、介護の基本的な知識の習得ができる。

使用教科書 介護の基本（メヂカルフレンド社）

使用副教材 なし

月 学習内容 学習のねらい 学習活動

１人間と生活
(1)人々の生活 □高齢者・障害者の生活につい ・講義

て理解する ・授業プリントの記入
４ (2)生活時間からみ □要介護者の生活時間について

た生活 考える
(3)ライフステージ □ライフサイクルから生活を考

からみた生活 え、高齢者の置かれた現状に
ついて理解する

２わが国の介護福
祉の発展 ・講義

(1)わが国の介護の □現在の介護がどのような経緯 ・授業プリントの記入
歴史 で成立したのか理解する

５ (2)介護福祉士を取 □介護福祉士が直面する諸課題 ・中間テスト［ 点］
り巻く社会状況 を理解し、その要点を掴む ・自己評価 Ａ□ Ｂ□ Ｃ□

(3)介護福祉士の役 □介護福祉士の担う役割と、そ
割と機能を支え れがどのように機能している
るしくみ のか理解する

３介護福祉の概念 ・講義
(1)介護とは □介護や介護福祉士が、法律で ・授業プリントの記入

どのように位置づけられてい
るのかを理解する

６ (2)介護福祉の対象 □介護の対象者を理解する
(3)介護福祉の定義 □介護福祉の定義を理解する
(4)介護福祉と関連 □看護やリハビリテーションと

領域 比べて、介護の専門性と役割
を把握する

４諸外国における ・講義
介護福祉 □社会福祉の特徴を理解する ・授業プリントの記入

７ (1)イギリス □介護サービスの内容を理解す
(2)ドイツ る ・期末テスト［ 点］
(3)デンマーク □介護の担い手について理解す ・自己評価 Ａ□ Ｂ□ Ｃ□

る

反

省
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５介護福祉の基本
原則 ・講義

(1)介護福祉援助の □介護福祉援助にはどのような ・授業プリントの記入
９ 原則 方法があるのかを理解する

(2)介護福祉援助展 □対人援助のさまざまな技法を
開における対人 理解する
援助の原則

６日常生活支援の ・講義
基本 ・授業プリントの記入

(1)包括的日常生活 □包括的日常生活支援について
１０ 支援とは 理解する

(2)身体的生活支援 □認知症高齢者と障害者の身体
的生活支援について学ぶ

・中間テスト［ 点］
・自己評価 Ａ□ Ｂ□ Ｃ□

(3)文化的・社会的 □要介護者の文化的・社会的生
生活支援 活を支援する方法について理 ・講義

解する ・授業プリントの記入
(4)生活環境の整備 □要介護者の生活環境の整備に ・グループワーク

１１ ついて理解する
(5)緊急時の支援 □介護者がすべき緊急時ケアを

把握する
(6)ターミナル期の □介護者がすべきターミナル期

支援 の支援を理解する

９介護福祉の活動
の場 ・講義

(1)通所介護 □デイサービスの機能と課題を ・授業プリントの記入
理解する ・グループワーク

１２ (2)介護老人福祉施 □特別養護老人ホームの機能と ・発表
設 課題を理解する

(3)介護老人保健施 □介護老人保健施設の機能と課 ・学年末テスト［ 点］
設 題を理解する ・自己評価 Ａ□ Ｂ□ Ｃ□

反

省

８介護福祉の倫理
(1)介護の専門性と □介護職がもつ専門性と倫理を ・講義

１ 倫理 理解する ・授業プリントの記入
・グループワーク

(2)介護職に求めら □介護職に求められる倫理を、
２ れる倫理 自分のこととして理解する

(3)介護の倫理的な □身体拘束や虐待の防止、個人 ・期末テスト［ 点］
問題 情報の保護等について把握す ・自己評価 Ａ□ Ｂ□ Ｃ□
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